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「機械設備工事積算に係わる標準賃金」は１.０%引き上げ 

～新単価は令和３年３月以降に入札を行う工事から前倒し適用～ 

 
 

 令和２年度に実施した機械設備関係労務者賃金実態調査に基づき、機械設備工事積算に係

わる標準賃金を決定し、令和３年３月１日から適用することとしましたので、お知らせし

ます。 

 今回決定した単価は、令和３年３月３１日までに新たな単価の決定を行わない限り、令和

３年４月１日以降も引き続き適用します。 

 
【改定後の単価のポイント】 
 

 今回の決定により、全職種平均で、対前年度比 １．０％ 引き上げられることになります。 

９年連続の引き上げにより、全職種単純平均値が２４，９００円となり、公表を開始した平

成 11 年度以降、最高値を更新しました。（資料１） 

 詳細については別添の資料をご覧ください。（資料２） 

 なお、機械設備関係労務者賃金実態調査は、過去に国土交通省等発注工事の受注実績がある

企業を対象に、労務者の給与実態を調査しています。 

 

【問合せ先】 

国土交通省総合政策局公共事業企画調整課 

 課長補佐    田村(内線 24943) 

 機械設備係長  泰松(内線 24945) 

 電話番号    03-5253-8111（代表） 

         03-5253-8285（夜間直通） 

FAX 番号    03-5253-1556 

 

 



（内 訳）
機械設備製作工 ２５，４００円 ＋0.4% （＋12.4%）
機械設備据付工 ２４，４００円 ＋1.7% （＋25.1%）

令和３年３月から適用する機械設備工事積算に係わる標準賃金について

１．機械設備工事積算に係わる標準賃金とは
・国土交通省が発注する機械設備工事等の積算に用いるための単価
・毎年度実施している労務者賃金実態調査に基づいて決定

２．令和３年３月からの標準賃金の概要

【全職種平均】 ２４，９００円 ＋１．０％ （＋１８．３％）

【参考】近年の標準賃金の伸率（全職種平均）
H25 H26 H27 Ｈ28 H29 Ｈ30 Ｈ31 R2 R3 （H24比）

＋0.7％ → ＋0.9％ → ＋0.5％ → ＋0.0％ → ＋1.6％ → ＋2.7％ → ＋3.3％ → +6.3% → ＋1.0% （＋18.3%）

対前年度比 (平成24年度比)

対前年度比 (平成24年度比)

資料１
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機械設備工事積算に係わる令和３年３月から適用する標準賃金 

職  種 
標準賃金 
（円/日） 

割増対象賃金比 備  考 

機械設備製作工 ２５，４００ － 
基準内給与（基本給及び諸手
当）、通勤手当、賞与、退職金等 

機械設備据付工 ２４，４００ ０．６６１ 
基準内給与（基本給及び諸手
当）、通勤手当、賞与 

 
 
 

資料２ 



１．職種定義について 
 

公共工事機械設備統一積算基準に用いる機械設備製作工、機械設備据付工については、下記のと
おりとする。 

職 種 定義・作業内容 対 象 外 

機械設備製作工 

機械設備の工場製作について相当程度の技能を有
し、工場において機械設備の製作に従事する主として
次に掲げる作業について主体的業務を行う労働者。 
ａ．原寸図の作成 
ｂ．原材料への罫書き 
ｃ．原材料の切断 
ｄ．部材の溶接 
ｅ．部材の歪み等の矯正 
ｆ．旋盤、フライス盤等による部材の機械加工 
ｇ．部材及び製造物等の仕上げ加工 
ｈ．個々の部材等の組立及び仮組立(各種調整を含む) 
ｉ．電気部品の取付、配線 
ｊ．各製作工程における段取り 
ｋ．各製作工程における雑役 

・管理職員及び臨時職員 
・事務・設計・調査等に従事

する製作工以外の職員 
・老齢厚生年金（在職老齢年

金）及び高年齢雇用継続給
付（高年齢雇用継続基本給
付金又は高年齢再就職給付
金）を受給するために 1 日
当りの給与額を調整してい
る労働者 

 
職   種 定義・作業内容 対 象 外 

機械設備据付工 

機械設備の据付について相当程度の技
能を有し、設備の据付、調整等について従
事する主として次に掲げる作業について
主体的業務を行う労働者。 
ａ．据付基準線の芯出し罫書き 
ｂ．据付用架台等の仮設物設置 
ｃ．各機器の搬入及び吊り込み・固定 
ｄ．部材の溶接 
ｅ．溶接材の歪み等の矯正 
ｆ．溶接部の仕上げ加工 
ｇ．ライナー等による据付調整及びボルト

等による個々の機器の固定 
ｈ．機器の更新、部品交換等に伴う既設品

の取外し、現場搬出、積込み 
ｉ．個々の機器等の接続及び各種調整 
ｊ．機械設備における総合試運転調整 
ｋ．各据付工程における段取り 

・現場代理人若しくは主任技術者（監理
技術者）としての業務を行う労働者 

・補助的作業及び配管配線等に従事する
現地採用の労働者 

・塗装に従事する労働者 
・公共工事労務者調査対象の５１職種に

該当する労務者 
・アルバイト、見習い、補助作業員 
・会社の役員、事務局、給食担当者 
・老齢厚生年金（在職老齢年金）及び高

年齢雇用継続給付（高年齢雇用継続基
本給付金又は高年齢再就職給付金）を
受給するために１日当りの給与額を調
整している労働者 

 



２．標準賃金の構成 
 
１）機械設備製作工 

「機械設備製作工」については、日当り単価とし、基準内給与（基本給及び諸手当）、通
勤手当、賞与、退職金等からなる。 

 
２）機械設備据付工 

「機械設備据付工」については、日当り単価とし、基準内給与（基本給及び諸手当）、通
勤手当、賞与からなる。製作工と異なり退職金等を含まない。 

 
 

３．留意事項 
 
 機械設備工事積算に係わる標準賃金は、公共事業における機械設備工事等の積算に用いるための
ものであり、「機械設備積算基準」以外では適用できない。 
 外注契約や雇用契約における技術者への支払い賃金を拘束するものではないので留意すること。 
 

 
 
 
 


